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 「主は永遠の神、地の果てまで創造さ

れた方。疲れることなく、弱ることなく、そ

の英知は究め難い。疲れた者に力を与え

られる。」（イザヤ40:28） 

 「永在の主」「永久の神」すなわち「永遠

の神」が、時間と空間という制限の中に

入って来られ、私たちと同じ「人間」に

なった。これがハリストスの降誕の意味で

ある。そしてそれは「我等の為」、すなわ

ち私たちに「力を与える」ためになされた

ことである。これがハリストスの降誕の目

的である。 

 預言者イザヤは続けて言う、「主を待ち

望む者は新たな力を得、鷲のように翼を

広げて舞い上がる。 」（40:31） 

 「主を待ち望む者」として天使と羊飼い

と博士達と共に降誕祭を祝おう。降誕祭

において祈りを深める私たちは「新たなる

力」を得ることができる。この困難な時代

を乗り越える力を祈り求めよう。（Ｄ） 

ハ
リ
ス
ト
ス
天
よ
り
す
、
迎
え
よ 

今、童貞女は永在の主を生み、地は載せ難き者に洞を獻ず

天の使は牧者と偕に讃め歌い、博士は星に従いて旅す 

蓋、我等の為に永久の神は嬰児として生れ給えり 
（主の降誕祭のコンダク）  

ハ
リ
ス
ト
ス
生
ま
る
、
崇
め
讃
め
よ 

イサイヤ 

イサイヤ 



 

主
日
聖
体
礼
儀
に
お
け
る 

 
 
 
 

信
徒
領
聖 
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セ
ラ
フ
ィ
ム
大
主
教
座
下
は
東
京
で
の
奉
事
や
仙
台
で

の
奉
神
礼
執
行
を
控
え
て
お
ら
れ
る
が
、
腰
痛
の
リ
ハ
ビ

リ
の
成
果
が
予
想
よ
り
も
上
が
っ
て
お
ら
れ
、
11
月
6
日

㈰
は
、
七
五
三
と
聖
名
祭
の
感
謝
祷
を
司
祷
さ
れ
、
ま
た

11
月
13
日
㈰
に
は
水
口
神
父
の
陪
祷
と
共
に
聖
体
礼
儀
を

司
祷
さ
れ
た
。
今
後
、
東
京
で
の
奉
神
礼
に
再
開
も
視
野

に
入
れ
て
体
調
管
理
を
継
続
さ
れ
る
。 

聖
歌
隊
総
会
開
催 

 ▲ 七五三と聖名祭のモレーベン 

 
▲

 
 

 
▲
 

 ▲ 主日聖体礼儀における祝福 11/13 

聖
名
日
感
謝
祷
に
参
祷
さ
れ
た

イ
オ
ア
ン
高
橋
輔
祭
と 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ニ
コ
ラ
イ
本
多
弘
明 

 

去
る
11
月
13
日
㈰
の
聖
体
礼
儀
後
、聖
歌
隊

総
会
が
開
催
さ
れ
た
。
本
来
、
5
月
末
の
日
曜

日
に
開
催
の
予
定
だ
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
の
感
染

状
況
な
ど
に
よ
り
の
び
の
び
に
な
っ
て
い
た
の

だ
が
、
よ
う
や
く
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

水
口
神
父
様
の
ご
臨
席
の
も
と
、
コ
ロ
ナ
の
対

策
を
取
り
つ
つ
一
時
間
足
ら
ず
と
い
う
短
い
時

間
で
は
あ
っ
た
が
、
多
く
の
出
席
者
を
得
て

様
々
な
課
題
な
ど
を
話
し
合
う
こ
と
が
出
来

た
。 

 

あ
わ
せ
て
、長
年
聖
歌
隊
を
お
支
え
く
だ
さ
っ

て
き
た
大
立
目
兄
が
こ
の
度
ご
退
会
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
、
感
謝
の
食
事
会
も
行
う
こ
と
が
出

来
、
有
意
義
な
会
に
な
っ
た
。 

 

コ
ロ
ナ
の
間
、
何
か
と
制
約
の
多
い
活
動
を

せ
ぎ
る
を
得
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
聖
歌
隊

で
は
あ
る
が
、
来
年
こ

そ
こ
れ
ま
で
の
日
常
が

戻
る
こ
と
を
祈
念
し
て

会
を
終
え
た
。 
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11
月
３
日
文
化
の
日
に
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
の

誦
経
奉
仕
者
研
修
会
が
一
関
ハ
リ
ス
ト
ス
正

教
会
に
お
い
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

 
約
20
名
の
参
加

が
あ
り
、
中
新
田

正
教
会
か
ら
は
マ

リ
ヤ
澤
邉
み
き
子

姉
と
私
と
妻
ア
ン

ナ
和
子
の
3
名
で

参

加

を

し

ま
し

た
。
午
前
10
時
よ

り
開
会
祈
禱
、
引

き
続
き
小
池
神
父

様
の
挨
拶
が
あ

り
、
そ
の
後
各
教

会
参
加
者
の
自
己

紹
介
と
続
き
、
10

時
30
分
よ
り
水
口

神

父

様

に

よ
る

「
誦
経
の
心
得
」
と
題
し
て
約
1
時
間
半
、

多
岐
に
わ
た
っ
て
講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

誦
経
は
、
神
父
様
・
誦
経
者
・
聖
歌
隊
と

い
か
に
上
手
く
（
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
の
よ
う

に
、
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
の
よ
う
に
）
祈
禱
が
ス

ム
ー
ズ
に
進
ん
で
行
く
か
、
そ
れ
が
一
番
大

事
な
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
し
た
。 

 

午
後
か
ら
は
、
実
技
研
修
が
あ
り
講
師
に

は
田
畑
神
父
様
、
松
島
神
父
様
に
よ
る
、
時

課
経
・
使
徒
経
の
お
話
と
各
管
轄
教
会
か
ら

一
人
づ
つ
、
三
時
課
・
使
徒
経
を
実
際
に
読

ん
で
み
た
り
と
、
各
自
の
教
会
で
誦
経
を
し

て
い
る
人
、
又
初
め
て
誦
経
を
し
た
と
い
う

人
も
、
今
日
の
講
義
を
充
分
理
解
し
て
い
る

と
思
わ
れ
る
か
の
よ
う
に
上
手
に
出
来
て
お

り
、
関
心
す
る
ば
か
り
で
あ
り
ま
し
た
。 

 

た
だ
読
め
る
だ
け
で
な
く
「
誦
経
の
心

得
」
を
し
っ
か
り
理
解
す
る
事
が
如
何
に
大

事
で
あ
る
か
を
思
わ
さ
れ
た
有
意
義
な
研
修

と
な
り
ま
し
た
。
是
非
こ
れ
か
ら
も
今
回
の

よ
う
な
研
修
が
毎
年
行
わ
れ
る
こ
と
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

 

最
後
に
、
会
場
の
一
関
正
教
会
の
皆
様
、

神
父
様
方
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

10月30日㈰、代式祈祷の後、仙
台教会の聖堂入口に置いてある
プランターの花の入れ替えが行
われた。アナスタシア増子姉が
中心となって、5、6名の女性信徒
の方々がご奉仕くださった。 

東
北
ブ
ロ
ッ
ク 

婦
人
会
よ
り 

 

12
月
11
日
㈰
、
祈
祷
後
に
婦
人
会
と
し
て
会

館
3
階
で
軽
食
を
と
り
、さ
さ
や
か
な
ク
リ
ス
マ

ス
会
を
行
う
予
定
で
す
。会
費
五
百
円
で
す
。問

い
合
わ
せ
、お
よ
び
参
加
希
望
者
は
ナ
デ
ジ
ダ
清

水
婦
人
会
長
ま
で
。
申
込
〆
切
は
12
月
4
日
。 

 

12
月
4
日
㈰
、
代
式
祈
祷
の
後
で
、
聖
堂
入

口
に
あ
る
オ
リ
ー
ブ
の
鉢
の

植
え
替
え
を
行
い
た
い
と
思

い
ま
す
。
お
手
伝
い
可
能
な

方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
を
。 
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白
河
正
教
会
だ
よ
り 

 

毎
年
11
月

1
日
か
ら
7

日
ま
で
の
1

週
間
は
文
化

庁
に
よ
る
「
文

化
財
保
護
強

調
週
間
」
と
さ

れ
、
文
化
財
を

一
般
公
開
す

る
よ
う
文
化

庁
よ
り
要
望

さ
れ
て
い
る
。

福
島
県
の
文
化
財
で
あ
る
白
河

正
教
会
生
神
女
進
堂
聖
堂
と
聖

像
の
一
般
公
開
は
、
13
年
ほ
ど

継
続
し
て
い
る
。見
学
が
少
な
い

年
も
あ
っ
た
が
、近
年
は
山
下
り

ん
を
目
当
て
の
方
が
多
く
な
っ

た
。
今
年
は
、
11
月
3
日
か
ら

6
日
ま
で
、
信
者
が
当
番
制
で

案
内
を
行
い
、延
べ
一
三
〇
人
の

見
学
者
に
対
応
し
た
。 

中
新
田
正
教
会
だ
よ
り 消 

 

息 

・
永
眠 

十
一
月
九
日 

マ
ル
フ
ァ
熊
谷
ふ
み
ゑ 

姉
（
97
歳
） 

 
 

永
遠
の
記
憶
【
中
新
田
正
教
会
】 

 

10
月
29
日
㈯
、
30
日
㈰
に
か
け
て
、
水
口
神
父
が
中
新
田
正
教
会
を
巡
回

し
た
。
聖
体
礼
儀
と
月
例
パ
ニ
ヒ
ダ
に
つ
づ
い
て
毎
年
恒
例
の
「
中
新
田
正

教
会
収
穫
祭
」
が
開
催
さ
れ
た
。
今
年
も
コ
ロ
ナ
禍
の
中
に
あ
っ
て
開
催
が

躊
躇
さ
れ
た
が
、
感
謝
祈
祷
を
行
い
、
今
年
収
穫
さ
れ
た
初
穂
が
成
聖
さ
れ

た
。
祈
祷
後
は
、
秋
の
晴
天
の
下
、
境
内
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
し
て
懇
親
を

深
め
た
。
今
年
は
諸
事
情
に
よ
り
例
年
に
比
べ
る
と
参
加
者
は
少
な
か
っ
た

が
、
感
謝
に
満
た
さ
れ
た
収
穫
祭
と
な
っ
た
。 

11月13日㈰には代式祈祷の
後で糖飯の講習会を行った。 

駐車場と境内の境に新しく伸縮式
の門扉が設置された。エレナ平澤
緑姉からの寄贈である。 
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人
間
と
は
誰
な
の
か 

そ
の
2 

 
 
 

著 

府
主
教
カ
リ
ス
ト
ス
・
ウ
ェ
ア
ー  

 
 
 

 
 
 
 

翻
譯 

長
司
祭 

ダ
ヴ
ィ
ド 

水
口
優
明 

 

正
教
会
の
人
間
観
で
は
、
創
造
主
と
被
造
物

の
間
に
あ
る
境
界
線
は
絶
対
に
消
し
去
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
し
か
し
そ
の
一
方
、
神
の
像
と

し
て
形
成
さ
れ
た
人
間
と
し
て
、
す
な
わ
ち
超

越
し
た
神
の
生
き
た
イ
コ
ン
と
し
て
、
私
た
ち

は
、
神
の
よ
う
に
な
る
、
つ
ま
り
「
テ
オ
シ
ス

（
神
成
、
神
化
）
」
に
達
す
る
可
能
性
を
も
っ

て
い
る
。
〈
中
略
〉 

 

「
神
成
さ
れ
る
動
物
」
と
し
て
の
私
た
ち
人

間
の
役
割
と
は
、
自
己
を
超
越
す
る
こ
と
、
そ

し
て
天
と
地
を
一
つ
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
私

た
ち
は
、
神
の
恵
み
に
よ
っ
て
、
空
間
を
越
え

て
無
限
へ
と
、
時
間
を
越
え
て
永
遠
へ
と
伸
展

す
る
よ
う
招
か
れ
て
い
る
。
創
造
さ
れ
た
世
界

と
創
造
さ
れ
な
い
者
（
神
）
と
の
仲
保
が
、
私

た
ち
の
務
め
で
あ
る
。
神
の
イ
コ
ン
と
し
て
、

私
た
ち
は
、
天
と
地
を
一
つ
に
す
る
能
力
を

持
っ
て
い
る
。
〈
中
略
〉 

 

天
上
的
で
地
上
的
、
霊
的
で
物
質
的
で
あ
る

私
た
ち
人
間
は
、
一
人
一
人
が
、
一
つ
の
小
宇

宙
（
ミ
ク
ロ
コ
ス
モ
ス
）
で
あ
る
。
そ
し
て
仲

保
者
と
し
て
行
動
す
る
こ
と
が
、
小
宇
宙
た
る

私
た
ち
の
高
い
特
権
で
あ
る
。
天
と
地
を
一
つ

に
し
、
天
上
的
な
地
、
地
上
的
な
天
を
作
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
私
た
ち
は
、
す
べ
て
の
物
質
が

霊
的
な
器
と
な
り
う
る
潜
在
力
を
も
っ
て
い
る

こ
と
を
呈
示
し
、
す
べ
て
の
創
造
物
の
心
に
神

が
臨
在
す
る
こ
と
を
明
示
し
、
顕
現
さ
せ
る
の

で
あ
る
。
こ
れ
が
、
楽
園
に
お
け
る
第
一
の
ア

ダ
ム
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
だ
っ
た
。 

⑸
「
感
謝
を
献
げ
る
」
と
い
う
特
性 

 

私
た
ち
人
間
は
、
ど
う
や
っ
て
こ
の
一
体
化

と
仲
保
の
役
割
を
き
ち
ん
と
務
め
る
の
だ
ろ
う

か
？ 

そ
の
答
え
は
、
感
謝
、
讃
美
、
聖
体
礼

儀
、
奉
献
を
と
お
し
て
、
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

人
間
の
第
５
番
目
の
特
性
に
私
た
ち
を
導
く
。

す
な
わ
ち
、
人
間
と
は
、
ユ
ー
カ
リ
ス
テ
ィ
ッ

ク
な
（
感
謝
を
献
げ
る
）
動
物
で
あ
り
、
創
造

物
の
た
め
に
神
を
讃
美
す
る
力
を
賦
与
さ
れ

た
、
感
謝
す
る
こ
と
の
で
き
る
動
物
で
あ
り
、

感
謝
の
う
ち
に
創
造
主
へ
世
界
を
献
げ
戻
す
こ

と
の
で
き
る
動
物
で
あ
る
。
〈
中
略
〉 

 

「
そ
れ
（
晩
課
の
始
ま
り
に
お
い
て
神
の
天

地
創
造
を
記
憶
し
讃
美
す
る
こ
と
）
は
、
世
界

を
神
の
創
造
物
と
し
て
再
発
見
し
、
崇
敬
し
、

感
謝
す
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
言

う
な
れ
ば
、
神
に
よ
っ
て
生
命
に
召
さ
れ
た
人

間
が
、
そ
の
目
を
開
き
、
神
が
愛
の
う
ち
に
人

間
に
与
え
た
世
界
を
見
、
す
べ
て
の
美
な
る
も

の
を
、
自
分
が
立
っ
て
い
る
神
殿
の
す
べ
て
の

光
栄
を
見
、
そ
し
て
神
に
感
謝
を
し
た
、
そ
の

最
初
の
夕
方
へ
、
教
会
は
私
た
ち
を
連
れ
て
行

く
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
感
謝
に
よ
っ

て
、
彼
は
彼
自
身
に
な
っ
た
。
も
し
教
会
が
ハ

リ
ス
ト
ス
の
う
ち
に
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
最
初

の
行
為
は
、
常
に
こ
う
し
て
、
神
に
世
界
を
お

返
し
し
、
感
謝
を
す
る
行
為
で
あ
る
。
」 

 

こ
こ
に
、
私
た
ち
の
第
５
番
目
の
人
間
の
特

性
の
面
が
あ
る
。
感
謝
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

私
た
ち
は
、
私
た
ち
自
身
に
な
る
。
感
謝
な
し

で
は
私
た
ち
は
人
間
で
は
な
く
、
疑
似
人
間
、

否
む
し
ろ
反
人
間
で
あ
る
。
讃
美
し
、
献
げ
る

と
い
う
姿
勢
を
も
つ
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
私

た
ち
は
、
本
当
の
意
味
で
の
人
間
性
に
到
達
す

る
の
で
あ
る
。 
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12月聖名日 

モレーベンのご案内 

12月11日㈰聖体礼儀後 

▲聖三童子アザリヤ 
▲聖列祖イサアク 

 

12月の聖名日モレーベンに該当する

方々の一覧です。是非ご参祷下さい。 

 ※今月は第二日曜日になります                

聖名日 聖   名 氏   名（敬称略） 

12月7日 エカテリナ 
（アレクサンドリヤの聖致命女） 高橋めぐみ、山田恵津子 

12月7日 アウグスタ 
（アレクサンドリヤの聖致命女） 後藤やすゑ 

12月13日 聖使徒アンドレイ 遠藤 守、小野崇耶 

12月19日 ニコライ 
（ミラ・リキヤの大主教奇蹟者） 

大窪 仁、佐藤信一、菅原克明、 

高橋文彦、道家憲雄、本多弘明、 

山田喜美雄、山村英作 

12月21日 アンフーサ（聖致命女） 山崎治子、山寺しちよ 

12月26日 ルキヤ（聖致命処女） 佐藤宏美 

12月30日 アザリヤ（聖三童子） 清水 燈 

聖列祖の主日 聖列祖ルツ 太田道江 

聖列祖の主日 聖列祖イサアク 本多由幸、山村一作 

 【降誕祭の奉事】                           

12月24日㈯17:00  

       主の降誕祭徹夜祷             

12月25日㈰10:00  

      主の降誕祭聖体礼儀  

※新型コロナウイルスの終息が完全ではない

ため今年も降誕祭祝賀会は中止いたします。          

【年末年始日程】 

12月31日㈯17:00 

      新年奉事徹夜祷 

01月01日㈰ 0:00  

     新年感謝祈祷       

 10:00  新年・主日聖体礼儀 

         新年感謝祈祷 



  
 

令
和
四
年
11
月
6
日
㈰ 

 

12
時
30
分
～
14
時 

３
階
会
議
室 

 

一
、
報
告
事
項 

・
七
五
三
モ
レ
ー
ベ
ン
11╲

6 

 

子
供
の
参
加
者
は
1
名
。
用
意
し
た
お
菓
子

は
参
祷
で
き
な
か
っ
た
子
供
た
ち
に
も
配
布
。 

・
誦
経
奉
仕
者
研
修
会
（
一
関
） 
11╲

3 

 

東
北
の
各
教
会
か
ら
20
名
の
信
徒
が
参
加
。

仙
台
か
ら
の
参
加
信
徒
は
い
な
か
っ
た
。 

・
境
内
樹
木
剪
定
と
伐
採 

10╲

4  
 
 

増
尾
造
園
（
増
尾
秀
子
姉
）
よ
り
の
献
納
と
さ

れ
、
費
用
は
発
生
し
な
か
っ
た
。 

・
聖
堂
入
り
口
の
ビ
ニ
ー
ル
新
調 

10╲

12  
 

高
橋
嘉
彦
兄
の
ご
奉
仕
と
水
口
神
父
の
協
力
で

行
わ
れ
た
。 

・
会
計
報
告 

一
般
／
収
益 

 

コ
ロ
ナ
特
別
給
付
金
が
入
っ
た
。 

 

教
区
分
担
金
の
第
四
回
納
入
。 

 

降
誕
祭
献
金
用
と
し
て
12
月
の
会
報
に
振
込

用
紙
と
封
筒
を
同
封
す
る
。 

 

ピ
ア
ノ
調
律
が
行
わ
れ
た
。
10╲

6 
 

二
、
協
議
事
項 

⑴
降
誕
祭
に
つ
い
て 

 

12
月
24
日
（
土
）
、
25
日
（
日
）
に
祈
祷
予

定
。
降
誕
祭
祝
賀
会
を
ど
う
す
る
か
検
討
し

た
。
新
年
会
か
降
誕
祭
祝
賀
会
か
、
ど
ち
ら
か

一
つ
は
行
い
た
い
と
い
う
意
見
も
あ
り
、
種
々

協
議
し
た
結
果
、
「
降
誕
祭
祝
賀
会
」
は
今
年

も
中
止
と
す
る
こ
と
と
に
な
っ
た
。
た
だ
し
、

お
菓
子
や
カ
ー
ド
は
参
祷
者
に
配
布
す
る
。 

⑵ 

新
年
祈
祷
に
つ
い
て 

 

12
月
31
日
（
土
）
、
1
月
1
日
（
日
） 

元
旦
が
日
曜
日
と
重
な
る
が
、
例
年
ど
お
り
の

奉
神
礼
を
行
う
予
定
。
新
年
会
は
、
1
月
15
日

㈰
に
「
飛
天
」
で
行
う
予
定
と
し
た
い
。
店
に

仮
予
約
を
し
て
お
く
。 

三
、
そ
の
他 

・
婦
人
会
に
よ
る
奉
仕
活
動
へ
の
参
加
者
を
募

る
た
め
、
予
定
を
は
や
く
決
め
て
、
会
報
に
案

内
を
載
せ
る
よ
う
に
し
た
い
。 

・
正
教
時
報
の
降
誕
祭
の
挨
拶
広
告
は
例
年
通

り
と
す
る
。 

・
聖
堂
入
り
口
の
受
付
に
、
各
種
献
金
用
の
封

筒
を
置
い
て
お
く
。 
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〇
聖
堂
内
献
金 

三
万
三
千
九
百
六
十
円 

○
感
謝
献
金 

一
万
円 

山
村
清
子 

○
聖
名
祭
感
謝
献
金 

三
千
円 

佐
々
木
隆
、
高
橋
哲
郎
輔
祭
、
佐 

 
 
 
 

藤
幾
久
子 

〇
七
五
三
感
謝
献
金 

三
千
円 

清
水
格
・
燈 

一
千
円 

山
田
喜
美
雄
、
熊
谷
経
光 

○
会
報
献
金 

五
千
円 

涌
谷
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会 

 

○
パ
ニ
ヒ
ダ
献
金 

三
万
円 

平
塚
郁
子 

一
万
円 

山
村
一
作
、
岡
崎
た
い
子 

五
千
円 

岡
崎
澄
之 

三
千
円 

笹
川 

皓
、
伊
藤
光
子 

二
千
円 

服
部
幸
枝
、
大
立
目
謙
直
、
高
橋 

 
 
 
 

文
彦
、 

一
千
円 

小
原
淑
子
、
佐
藤
周
治    

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※
敬
称
略 
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〇
定
例
執
事
会 

12
月
1
日
（
14
時
） 

 

3
日
㈯ 

※
徹
夜
祷
は
お
休
み 

第
8
調 

4
日
㈰ 

第
25
主
日
・
生
神
女
進
堂
祭 

 
 

 
 

 

代
式
祈
祷
（
10
時
30
分
） 

 
 

 

書
札 

エ
フ
ェ
ス 
4:
1-

6 
 

 
 

 

福
音 

ル
カ 

12:

16-

21
【
第
26
主
日
分
】 

※ 

こ
の
日
は
代
式
祈
祷
と
な
り
ま
す
。
聖
体
礼
儀
は 

 
 

 

行
わ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

３-

４
日
水
口
神
父
白
河
正
教
会
出
張 

 

３
日
㈯ 

18
時 

祭
日
徹
夜
祷 

  

４
日
㈰ 

10
時 

主
日
・生
神
女
進
堂
祭
（堂
祭
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

聖
体
礼
儀 

10
日
㈯ 

主
日
徹
夜
祷 

第
1
調
（
17
時
） 

11
日
㈰ 

第
26
主
日
聖
体
礼
儀 

（
10
時
） 

 
 

書
札 

エ
フ
ェ
ス 

5:

8-

19 
 

 
 

福
音 

ル
カ 

13:

10-

17
【
第
27
主
日
分
】 

 
 

 

▼
聖
名
日
モ
レ
ー
ベ
ン 

 
 

 

■
月
例
パ
ニ
ヒ
ダ
／
婦
人
会
・
方
舟
会 

11
日
㈰ 

中
新
田
正
教
会
・
代
式
祈
祷
（
10
時
） 

17
日
㈯ 

主
日
徹
夜
祷 

第
2
調 

（
17
時
） 

18
日
㈰ 

第
27
主
日
・
聖
列
祖
の
主
日
／ 

 

ミ
ラ
・
リ
キ
ヤ
の
奇
蹟
者
聖
ニ
コ
ラ
イ
祭 

（
先
取
り
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

聖
体
礼
儀 

 

（
10
時
） 

 

書
札 

エ
ウ
レ
イ
11:

9-

10
，
17-

23
，
32-

40  

 

福
音 

マ
ト
フ
ェ
イ 

1:

1-

25
【
降
誕
祭
前
】 

 
 
 

■
ミ
ニ
講
話 

 
 

◇
降
誕
祭
前
清
掃
（
お
み
が
き
）
奉
仕 

 

23-

24
日
水
口
神
父
中
新
田
正
教
会
出
張 

 

23
日
㈮ 

16
時 

聖
歌
練
習 

 

 
 

 
   

     

17
時 

祭
日
前
晩
祷 

  

24
日
㈯ 

10
時 

降
誕
祭
聖
体
礼
儀 

※ 

今
月
の
中
新
田
巡
回
は
都
合
に
よ
り
㈮
㈯
に
な
り
ま
す
。 

 

24
日
㈯ 

降
誕
祭
徹
夜
祷 

 

（
17
時
） 

25
日
㈰ 

降
誕
祭
聖
体
礼
儀 

 
 

（
10
時
） 

書
札 

ガ
ラ
テ
ィ
ヤ  

4:

4-

7 

 
 
 
 

福
音 

マ
ト
フ
ェ
イ 

2:

1-

12 
※
仙
台
教
会
で
の
降
誕
祭
祝
賀
会
は
あ
り
ま
せ
ん 

 31
日
㈯ 
新
年
の
奉
事
徹
夜
祷 

 

（
17
時
） 

1
日
㈰ 
新
年
の
感
謝
祈
祷 

 
 

（
0
時
） 

 
 
 
 

新
年
・第
29
主
日
／
降
誕
祭
後
の
主
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

聖
体
礼
儀 

（
10
時
） 

 

書
札 

ガ
ラ
テ
ィ
ヤ 
1:

11-

19 

 

福
音 

マ
ト
フ
ェ
イ 
2:

13-

23
【
降
誕
祭
後
】 

 
 

 

新
年
の
感
謝
祈
祷 

 
 

※
12
月
25
日
の
降
誕
祭
な
ど
の
関
係
で
、
12
月
と 

 

1
月
の
主
日
福
音
は
変
則
的
に
読
ま
れ
ま
す
。  

12
月
行
事
・

奉
事
予
定 

降誕祭献金 
 
 今年も無事、降誕祭を

迎えられたことを感謝し

て、「降誕祭献金」をし

ましょう。 

 専用の封筒および郵便

振替用紙を同封します。

どうぞご利用ください。 

  12月の行事・集会は以下のように 
         予定いたします。 

【聖名日感謝祷】→11㈰≪今月は第二日曜日≫ 

【月例パニヒダ】→11㈰ 

【婦人会・方舟会】→11㈰ 

【ミニ講話】→18㈰ 

【聖堂清掃奉仕】→18㈰ 

【教会学校】→お休みします 

【伝道会】7㈬、14㈬、21㈬、（28㈬はお
休みします） 

コロナ禍の未だ完全に治まらない中、十分お気を

つけてご参祷下さい。 

※ 会報に掲載されました写真でご希望のものがあればプリントいたしますのでご遠慮なくお申し出ください。 


